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改良形加入者度数計自動撮影装置
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1.緒 口

電話局においては加入回線ごとの通話度数を算出するため,加

入者度数計の指数を毎月写真撮影により正確に記録している｡写

真撮影の方法は,中小局においては手持ち撮影,すなわちカメラ

とフードより成る掘影機を作業者が手で保持L,移動梯子(はし

ご)あるいは昇降機に乗って上下移動しながら揖影機を加入者度

数計面に押し当てて,1恒】に100個(構10個×縦10個)ずつ抽影

している｡一方,大局においては,上記撮影機が自動的に昇降,

停止,揖影を反役する加入者度数計自動撮影装置が用いられ,能

率的かつ安全に梶影が行なわれている｡

今臥 この加入者度数計自動撮影装置(以下自動拭影装置と略

称する)を中′ト局にも適用するため,従来の自動掘影装置がA形

およびC形交換機の高架の局に用いられるものの2機椎のみであ

ったものを,次の方針によr)適嗣範囲を拡大した改良形自動撮影

装置(以下撮影装置と略称する)の開発が日本電イ言電話公社(以

下電電公社と略称する)技術局によって企画された｡

(1)中小局用として半自動形および準高架用も実用化する｡

(2)棍影フイルムのOCRによる読取りを実用化するための条件

を満足する装置とする｡

(3)半自動形のものは,加入者端子数の増加に伴って,電話局に

設置後自動形への改造を可能とする｡

これらの方針に基づいて､電電公社技術局が中心となり,これに

日立製作所が協力して昭和46年1月より検討を開始し,昭和46年6

月特仕6046号準高架用加人者度数計自動撮影装置が制定され,電電

公社相模僚電話局ほか5局の電話局に設置され現在試験中である｡

2.設計の方針

2.1構造機構の方式

電話局フロアに設置された加入者度数計架の立架状態には,架

間の相対的高さのばらつき,前後の倒れ,左右の傾きが存在する｡

高さのばらつきは加入者度数計に対する揖影機の停止位置のずれ

となり,撮影範囲の上下端において撮影されるべき加入者度数計

の指数の-一部が輯影範囲からはみ出す原因となる｡前後の倒れは
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拐影機の停止位置によっては,被写体度数計とピントが合わない

原凶となる｡また,左右の傾きは掘影機の停止位置によって,拭

影範囲の左む端において撮影されるべき加入者度数計の指数の一

部が損影範囲からはみ出す原因となる｡

ニれらの対策として本装置では次の方法を才采って‾いる｡

加入者度数計架の高さのばらつきに対しては,撮影機停止用カ

ムの取付けレール全休を上下に動かして調節できるようにしてあ

る｡前後の倒れに対しては撮影機から先端にローラのついたアー

ムを出し,先端のローラを加入者度数計の架枠(がわく)_Lにスプ

リングで圧接させながら走らせて加入者度数計と撮影機の間隔を

一定に保つようにしてある｡また,左右の傾きに対しては,撮影

装置の上部の懸垂を1個所で行ない梯影装置を傾けられるように

し,下部は加人者度数計架の傾きに合わせて位置を固定させるよ

うにしてある｡

2.2 半自動撮影装置の設計方針

小容量局吊の半自動祝影装置は自動撮岳をき装置から撮影機昇降梢

モータ,制御山川各,ボタン操作部を取I)除いて,代わりに撮影機

の手動昇降用ハンドルと半自動用のボタン操作部を取り付けたも

ので,加入者端子数の増加に伴い必要に応じて半自動形から自動

形へ改造が可能な構造方式とする｡

2.3 制 御 回 路

制御回路には,従来AClOOV駆動の交流リレーを使用していた

が,今回の自動形には電子交換機用として開発されたDF形′ト形

リレーと同一機能のりレーを使用し.小形軽量化と信頼性の向上

をl※トフている〕

3.度数計撮影装置の種類と対象加入者度数計架

従来の投影装置は高架用のA形交換機用とC形交枚機用の2椎

頬のみであったが,今回の設計では表lに示すように,A形交換

機開C形交換粍用およぴそれぞれに対して高架用と準高架用,さ

らに自動形と半自動形に分けられ全部で8種頬となる｡

4.構成 と 機構

4.】構 成

本装置の構成を自動形の場合について述べると,本装置はカメ

ラとフードよl)成る損影機およぴこの撮影機の昇降を案内する揖
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表1 加入者度数計蹴宗き装置の椎頸

番号

1

樅 椎 名 什3984

A汗ラ

C形

`け化6046 本什改紙子走 対 象J空 数 計 架

高架川A彬イ1朝粥≒をき装謹呈

ーてlさi甥ソロC形

〔_〕

〔〕

8号A伎数計ち【上

2 BMA6,CXA6､CA41号A,CA41号B便数計架

3 主l吋･iう■三拝=1作手 ⊂) 6弓一A怯数計斗ミ

4 単行石架用C形自動雌岩き装詳モ 2サC形 (コ CXC6,CXD6度数計架

5 高一架11JA彬'一七日刺鵜ほ壬装帯 (⊃ 8号A度数iil■今上

6 7ミてi鶏ヒ什JC形 1ぢ▲C形

2ぢ･A形

C)

⊂)

BMA6,CXA6,CA41号A,CA41号B畦数i汁斗こ

7 唯一fJi架田A形 6号A度数計架

CXC6,CXD6度数言卜架8 特高架淵C彬､川戯郎iiキラ装こFこ 2-り一C形 (⊃

影機昇降レール･モータ･減速機･ブレーキから成る撮影機昇降

駆動部,ボタン操作部･制御回路および本装置を上部で懸垂す

るための懸垂部より成っている｡また本装置は加入者度数計架の

上部に設置された上部レールに懸垂部を介して懸垂され,下部は

ガイドローラが下部に設置された下部ガイドレールに係合して案

内される(図1参照)｡

今回の改良設計においては撮影機昇降位置決め用カム取付けレ

ールを上下に調節できるようにしたことのほか以下に述べる点が
従来のものと異なっている｡

4.2 撮影距離を一定に保つための機構

撮影機と加入者度数計の間隔を一定に保つために,先端にガイ

ドローラをつけたガイドローラアームを撮影機に取り付け,撮影

機を前後に移動できるように案内し,かつ,スプリングで撮影機

を加入者度数計側へ押しつけ,ガイドローラが常に加入者度数計

架枠上を圧接しながら走る機構としてある｡

また,C形交換機の加入者度数計架では,横に20個の加入者度

数計が並んでいるため,1架の中の左半分と右半分を別々に二度

に分けて撮影しなければならないので,撮影機の左右のガイドロ

ーラアームは,選択的に出し入れができ,撮影側のガイドローラ

アームのみを出して撮影を行なう機構としてある｡

4.3 傾きを合わせる機構

加入者度数計架が左右に傾いている場合に,この傾きに合わせ

て撮影装置を設定するため,上部での懸垂は一個所である｡これ

によって撮影装置を傾けて設定することはできるが,それだけで

は梼移動させるために横に押したとき,上部懸垂部の摩擦のため,

横に動き始める前に,撮影装置が傾いてスムーズに横移動できな

いことが起こりうる｡横移動をスムーズに行なうため,撮影装置

の下部にスプリングを介してローラを取r)付け,下部にも撮影装

置の荷重を分担させるようにしてある｡

上下の荷重配分の煉理は次のとおりである｡

図2において撮影装置をJ末面からん1の高さの位置でFなる力で

横から押したとき,撮影装置が傾くことなく動くための条件は,

次のとおりである｡

ん1×(竿)
×4=ん2J`2〟2

‥‥=

‥…･…‥‥(1)

ここに,〟.:撮影装置の総荷重〟のうち床面にかかる荷重

〟2:撮影装置の総荷重〟のうち上部レールにかかる荷重

ん2:着力点より上部レールまでの高さ

〃1:床面と撮影装置下部ローラ間の摩擦係数

〃2:上部レールと撮影装置懸垂ローラ間の摩擦係数

また,〟1＋〟z=〟
‥……････…‥‥…=……‥‥…･…=･…･(2)

(1)(2)式から〟1,〟2の値は次式を満足しなければならない｡

肌=荒,〟2=
〟1ん1〟

〃1ん1＋〃2ん2
‥=(3)
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4.4 列 間 移 動

従来の自動撮影装置では,加入者度数計架が並行して複数列設

置されている場合,上部補肋レールを架間に設け上部レールと上

部補助レールの間に回転移動レールを設置する｡撮影装置の列間

移動は,撮影装置をこの回転移動レールに移して90度回転させ,

回転移動レールを移動先の上部レールに係合させたのち,撮影装

置を移動先の上部レールに移すという順序で行なわれていたが,

今回のものは可動レールを使用せザ,上部レールに円弧部分を設

けて二つの加入者度数計架の上部レールを直接連結して,上部レ

ールに沿い撮影装置を移動させることによって列間移動を行なう

方式である｡この方式を採る場合図3に示すように,加入者度数

計挙が複数列設置される場合,両列の加入者度数計面が図3(1)の

ように互いに背面する場合,(2)のように対面する場合,およぴ(3)

のように同一一方向を向く場合の三つの場合があるが,(3)の場合に

は,このまま移動させただけでは,加入者度数計面と揖影装置裏

面が対向してしまうので,撮影装置の懸垂部は加入者度数計面に

対して装置を回転可能な機構としてある｡

5.機能 と 動作

5.1自動撮影装置の機能

本装置は加入者度数計撮影用カメラを搭載(とうさい)した状態

で以下に述べる機能を有している｡

(1)自動端影

自動ボタンを押すことにより制御回路から撮影機へシャッタパ

ルスが送出され,カメラのシャッタが動作し輯影が行なわれる｡

引き続いてフイルムの巻取信号が制御回路から掘影機へ送られ,

フイルムが巻き取られる｡フイルム巻取動作の途中でカメラから

制御回路へ撮影終了の信号が送られ,撮影機の昇降が開始する｡

撮影機が昇降して撮影機に搭載された位置検出用マイクロスイッ

チが撮影機昇降レールの次の位置検出用カムで動作すると,撮影

機の昇降が停止し制御回路から撮影機へシャッタパルスが送出さ

れ,カメラのシャッタが動作する｡このようにして1フレーム内

に実装された度数計の指数の100個単位の撮影を自動的考､つ連続

的に繰F)返す｡

動作の途中で停止ボタンを押すと,自動撮影状態が復旧し撮影

機は停止する｡

最上端または最下端での撮影を終了すると,その位置で最上端

または最下端検出用カムによりマイクロスイッチが動作してモー

タ駆動回路が切断されるため自動的に停止する｡

(2)連続昇降

昇降切換スイッチを操作し連続ボタンを押し続けるとモータが

直接駆動され,任意の位置から掘影機の昇降のみを連続して行な

う｡この場合上端または下端で,最上端最下端検出用カムによI)

最上端最下端検出用マイクロスイッチが動作して自動的に停止す

る｡また連続ボタンを復旧させることにより任意の位置で撮影機

は停止する｡

(3)動作状態の変更

(2)の連続昇降動作の継続中,自動ボタンを押すことにより上端

および下端を除く任意の位置から(1)の自動撮影状態へ変更するこ

とができる｡

(4)フイルムの完了

カメラはあらかじめ撮影枚数を設定することにより,設定した

枚数だけ撮影を終了したとき加入者度数計撮影用カメラにシャッ

タパルスを送出しても,カメラのシャッタ駆動回路が切断されて

いるためシャッタは動作せず,またカメラからは撮影終了信号が

送出されず,撮影機は停止状態を継続しフイルム完了灯が点灯する｡

(5)フイルムの入替え
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図3 加入者度数計架の配列平面図

(4)によリフィルム完了灯が点灯した場合,停止ボタンを押して

フイルム完了灯を減灯させ,(2)の連続昇降によりカメラを適当な

高さまで昇降させ電源を切ってフイルムの入替えを行なう｡

5.2 半自動撮影装置の機能

半自動撮影装置は,加入者度数計輯影用カメラと電源を搭載し

た状態で以下に述べる機能を有している｡

操作ボックスのアンロックボタンを押すと,撮影機の撮影機保

持マグネットが動作し撮影機を保持してし-たレバーと位置決め用

の係合孔の係合がはずれ,撮影機は昇降可能となる｡この状態で

昇降用ハンドルを回して撮影機を昇降する｡次の撮影位置のごく

近くまでくると撮影位置表示灯が点灯するので操作ボックスのア

ンロックボタンを復旧させ,撮影機の位置を上下に微調節すると

上記レバーと位置決め用係合孔が合致した位置で係合が行なわれ,

撮影機はその位置に保持される｡この状態で操作ボックスのシャ

ッタボタンを押して撮影を行なう｡引き続いて上記の撮影機昇降

操作･撮影操作を反復して所要の撮影を行なう｡

6.特 性

自動堀影装置のおもな特性は表2に示すとおりである｡

表2 日動揺影装置のおもな特性

キ､‡ 性 ill】j 走 仲:

_号÷

｢権 墟 性 4.5～6.5皿/min

__‾lメニ

Hi】格 勅 暗 托をユ 約2s

仲 11二 舶 ;;り 時 間 約3s

昇 権 帖 l卜 精 度 ±5m皿

7.結 口

以上,新たに設計改良された加入者度数計自動撮影装置の概要

を述べたが,加入者度数計架の立架状況が多少悪くても適用でき

るよう種々の配慮を行なったのでそのため機構が複雑となり操作

個所が増す結果となった｡これらの点については経済性および操

作性に対する特仕試験局の意見も採り入れ,さらに改善を図らな

ければならないと考えている｡

本改良設計にあたI),ご指導を賜わった日本電信電話公社技術

局,運用局,建設局,施設局,武蔵野電気通信研究所の関係各位

に対し深く感謝の意を表する｡




